
迦
才
に
つ
い
て

工
藤
　
量
導

一
、
迦
才
の
人
物
像
と
『
浄
土
論
』
執
筆
の
背
景

　
迦
才
は
七
世
紀
半
ば
頃
に
長
安
の
弘
法
寺
で
活
躍
し
た
阿
弥
陀
仏
信
仰
者
で
あ
り
、『
浄
土
論
』
三
巻
の
著
書
が
あ
る
。
僧
伝
資
料

が
存
在
し
な
い
た
め
、
出
家
の
時
期
や
師
僧
な
ど
の
事
蹟
は
ま
っ
た
く
不
明
の
人
物
だ
が
、
著
書
か
ら
う
か
が
え
る
教
理
的
な
立
場
は
、

当
時
の
長
安
で
隆
盛
を
ほ
こ
っ
た
摂
論
学
派
（
主
と
し
て
真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
』
及
び
世
親
釈
を
研
究
す
る
グ
ル
ー
プ
）
の
影
響
力
が
色
濃

い
た
め
、
浄
土
教
に
帰
依
す
る
以
前
は
そ
こ
で
修
学
し
た
と
み
ら
れ
る
。
伝
歴
が
不
明
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
中
国
お
よ
び
日
本

で
作
成
さ
れ
た
浄
土
教
の
系
譜
、
た
と
え
ば
法
然
上
人
（
以
下
、
敬
称
を
略
す
）
の
中
国
浄
土
五
祖
、
親
鸞
聖
人
の
七
高
僧
な
ど
に
名

前
を
連
ね
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
唯
一
の
著
書
で
あ
る
『
浄
土
論
』
の
目
次
立
て
は
九
章
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
第
一
章
：
ど
こ
へ
（
仏
身
仏
土
論
）、
第
二
章
：
誰
が

（
衆
生
論
）、
第
三
章
：
何
を
も
っ
て
西
方
往
生
す
る
の
か
（
実
践
論
）
と
い
う
教
学
的
な
骨
格
を
ま
ず
示
し
、
続
い
て
第
四
章
：
往
生
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の
道
理
（
別
時
意
会
通
説
な
ど
）、
第
五
章
：
往
生
の
教
証
（
十
二
経
七
論
）、
第
六
章
：
往
生
の
実
証
（
往
生
人
伝
）
に
よ
っ
て
浄
土
法

門
の
正
当
性
を
主
張
す
る
こ
と
に
つ
と
め
、
さ
ら
に
第
七
章
：
浄
土
の
優
劣
（
弥
陀
弥
勒
相
対
論
）、
第
八
章
：
浄
土
教
の
興
意
（
末
法

説
）、
第
九
章
：
浄
土
往
生
の
勧
進
（
厭
欣
二
門
説
な
ど
）
の
各
論
を
も
っ
て
本
書
が
結
ば
れ
る
。

　
同
時
期
に
活
躍
し
た
道
綽
、
善
導
に
比
べ
れ
ば
、
迦
才
は
マ
イ
ナ
ー
な
存
在
の
よ
う
に
思
え
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
法
然
お
よ
び

門
下
の
影
響
力
が
広
ま
っ
て
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
法
然
以
前
の
南
都
や
叡
山
に
お
い
て
、『
浄
土
論
』
の
内
容
は
中
国
浄
土
教
の
基

礎
的
な
学
説
と
し
て
定
評
が
あ
り
、
日
本
浄
土
教
の
黎
明
期
を
支
え
る
重
要
文
献
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
法
然
が
中
国
浄
土
五
祖
の

系
譜
を
定
め
て
以
後
は
、
そ
の
法
系
か
ら
外
れ
る
諸
師
の
浄
土
教
思
想
は
あ
ま
り
取
り
ざ
た
さ
れ
な
く
な
り
、
迦
才
も
ま
た
近
代
研
究

に
至
る
ま
で
存
在
感
を
失
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
な
お
、『
浄
土
論
』
の
注
釈
書
は
金
戒
光
明
寺
四
一
世
の
知
俊
に
よ
る
『
浄
土
論

余
暉
鈔
』
が
唯
一
で
あ
る
。

　
迦
才
の
人
物
像
を
考
え
る
と
き
、
居
住
し
た
と
さ
れ
る
長
安
の
弘
法
寺
と
い
う
環
境
は
見
逃
せ
な
い
。
こ
の
寺
院
は
、
各
地
に
遊
学

し
て
多
様
な
教
学
を
修
め
て
地
論
宗
や
摂
論
学
派
の
学
僧
と
も
頻
繁
な
付
き
合
い
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
静
琳
（
五
五
四
─
六
四
〇
）
が

住
持
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
、
他
に
も
三
論
宗
の
吉
蔵
（
五
四
九
─
六
二
三
）
や
『
法
苑
珠
林
』
を
著
し
た
道
世
（
─
六
六
八
─
）、
訳
経

僧
の
嘉
尚
（
─
六
五
六
─
）
に
も
住
歴
が
あ
り
、
さ
ら
に
華
厳
宗
の
智
儼
（
六
〇
二
─
六
六
八
）
も
周
辺
に
い
た
よ
う
で
、
学
問
寺
院
と

し
て
の
色
彩
が
濃
厚
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
『
浄
土
論
』
は
弘
法
寺
に
出
入
り
す
る
学
僧
た
ち
に
向
け
て
、
阿
弥
陀
仏
信
仰
の
正
当
性

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
著
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
地
論
・
摂
論
・
華
厳
・
三
論
の
諸
学
派
と
の
議
論
の
痕
跡
を
豊
富
に

残
し
、
か
つ
成
立
時
期
と
し
て
は
旧
訳
経
論
（
菩
提
流
支
、
真
諦
な
ど
）
か
ら
新
訳
経
論
（
玄
奘
）
へ
の
転
換
期
の
直
前
に
位
置
す
る

『
浄
土
論
』
の
資
料
的
性
格
は
中
国
仏
教
に
お
い
て
も
大
変
に
希
少
な
も
の
と
い
え
る
。

　
な
お
、
従
来
は
迦
才
が
道
綽
の
弟
子
で
あ
る
と
の
推
定
が
無
批
判
に
強
調
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
根
拠
は
歴
史
・
思
想
の
両
面
に
お
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い
て
薄
弱
で
あ
る
。
迦
才
は
長
安
仏
教
の
学
問
的
水
準
か
ら
み
て
、
道
綽
『
安
楽
集
』
の
経
論
引
用
の
粗
雑
さ
に
対
し
て
批
判
的
な
コ

メ
ン
ト
を
し
て
お
り
、
末
法
凡
夫
説
や
本
願
説
な
ど
、
い
く
つ
か
の
教
説
を
除
け
ば
思
想
的
な
立
場
が
必
ず
し
も
一
致
す
る
と
は
い
え

ず
、
両
者
に
明
確
な
師
弟
関
係
を
想
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
む
し
ろ
共
有
し
て
い
る
浄
土
教
に
関
す
る
議
論
の
フ
ェ
ー
ズ
は
、
吉

蔵
や
道
世
あ
る
い
は
摂
論
学
派
を
は
じ
め
と
す
る
長
安
仏
教
に
お
け
る
最
新
の
学
説
と
同
調
し
て
お
り
、
そ
の
特
色
は
「
摂
論
系
浄
土

教
者
」
と
い
っ
て
差
し
支
え
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

二
、
法
然
に
お
け
る
迦
才
の
評
価

　
法
然
『
選
択
集
』
で
は
、
独
自
の
立
場
か
ら
中
国
浄
土
五
祖
（
曇
鸞
─
道
綽
─
善
導
─
懐
感
─
少
康
）
お
よ
び
中
国
浄
土
教
の
三
流

（
慧
遠
流
・
慈
愍
流
・
道
綽
善
導
流
）
と
い
う
二
種
類
の
系
譜
を
掲
げ
る
が
、
既
述
し
た
通
り
、
そ
こ
に
迦
才
の
名
は
な
い
。
前
者
は
善

導
を
中
心
と
す
る
捨
聖
帰
浄
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
持
つ
者
の
系
譜
で
あ
る
た
め
、
伝
歴
不
明
の
迦
才
が
そ
こ
に
名
を
連
ね
る
可
能
性
は
皆

無
で
あ
っ
た
。
後
者
の
系
譜
の
う
ち
、
迦
才
を
慈
愍
流
に
配
当
す
る
説
が
、
室
町
期
の
浄
土
宗
僧
侶
で
あ
る
聖
聡
の
『
浄
土
三
国
仏
祖

伝
集
』
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
根
拠
を
欠
く
憶
測
に
す
ぎ
な
い
。
そ
も
そ
も
中
国
浄
土
教
の
三
流
に
つ
い
て
は
、
法
然
自
身

に
よ
る
解
説
が
一
言
も
な
い
の
で
具
体
的
な
基
準
は
不
明
で
あ
る
。
仮
に
慧
遠
流
が
廬
山
慧
遠
か
ら
宋
代
の
白
蓮
社
へ
の
流
れ
、
慈
愍

流
が
慧
日
か
ら
承
遠
・
法
照
へ
の
流
れ
、
道
綽
善
導
流
が
菩
提
流
支
か
ら
浄
土
五
祖
へ
の
流
れ
（
六
大
徳
相
承
を
ふ
ま
え
た
も
の
）
で
あ

っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
ど
の
み
ち
迦
才
は
い
ず
れ
の
流
派
に
も
入
る
余
地
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
迦
才
は
系
譜
的
な
面
で
は
選
外
と
い
っ
て
も
よ
い
が
、
そ
れ
で
は
教
義
的
な
面
で
の
評
価
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。『
選
択
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集
』
十
六
章
段
で
は
、「
ど
う
し
て
善
導
の
教
え
だ
け
を
唯
一
の
拠
り
所
に
す
る
の
か
」
と
い
う
問
い
を
立
て
、
Ａ
聖
道
諸
祖
、
Ｂ
浄

土
諸
祖
、
Ｃ
浄
土
諸
祖
（
道
綽
善
導
流
）、
Ｄ
善
導
の
違
い
が
順
次
述
べ
ら
れ
て
ゆ
く
。
ま
と
め
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

分　
類

祖　
師　
名

浄
土
の
宗

三
昧
発
得
者

師
資
相
承

Ａ
聖
道
諸
祖

華
厳
、
天
台
、
真
言
、
禅
門
、
三
論
、
法
相

×
…
聖
道
の
宗

─

─

Ｂ
浄
土
諸
祖

迦
才
、
慈
愍
三
蔵

○
…
浄
土
の
宗

×
…
未
発
得

─

Ｃ
浄
土
諸
祖

（
道
綽
善
導
流
）
懐
感

○
…
浄
土
の
宗

○
…
発
得

△
…
善
導
の
弟
子

道
綽

○
…
浄
土
の
宗

×
…
未
発
得

○
…
善
導
の
師

Ｄ
善
導

善
導

○
…
浄
土
の
宗

○
…
発
得

○
…
師
位

　
数
あ
る
Ｂ
浄
土
諸
祖
の
具
体
例
と
し
て
第
一
に
迦
才
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
伝
歴
不
明
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
な

が
ら
も
、
一
流
派
を
な
し
た
慈
愍
三
蔵
と
同
格
と
も
い
え
る
扱
い
が
な
さ
れ
て
い
る
。
な
に
よ
り
も
Ａ
聖
道
諸
祖
に
よ
る
付
随
的
な
位

置
づ
け
の
浄
土
教
と
は
明
確
な
違
い
が
あ
り
、
浄
土
教
を
専
信
し
念
仏
実
践
に
身
を
ゆ
だ
ね
た
浄
土
祖
師
（
た
だ
し
三
昧
未
発
得
者
）

と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
選
択
集
』
第
一
章
段
の
浄
土
の
宗
名
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
い
て
、『
遊
心

安
楽
道
』『
西
方
要
決
』
と
と
も
に
『
浄
土
論
』
へ
着
目
し
て
い
る
こ
と
が
直
接
的
な
理
由
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
源
信
の

著
作
や
『
安
養
集
』
な
ど
、
法
然
も
修
学
し
た
南
都
浄
土
教
を
中
心
と
す
る
諸
師
の
評
価
が
す
こ
ぶ
る
高
か
っ
た
事
実
も
、
迦
才
が
Ｂ

浄
土
諸
祖
の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
た
要
因
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
た
だ
し
、
同
じ
浄
土
諸
祖
と
い
っ
て
も
、
Ｃ
・
Ｄ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
道
綽
善
導
流
と
は
格
段
の
差
異
が
存
在
す
る
こ
と
も
確
か
で

あ
る
。
そ
れ
は
三
昧
法
得
の
有
無
や
善
導
と
の
相
承
関
係
に
と
ど
ま
ら
ず
、
教
義
的
な
機
軸
が
明
確
に
相
違
し
て
い
る
こ
と
に
起
因
し
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て
お
り
、
法
然
も
ま
た
そ
の
点
を
意
識
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
点
を
以
降
に
論
じ
て
み
た
い
。

三
、
法
然
遺
文
に
お
け
る
迦
才
『
浄
土
論
』
の
引
用

　
こ
こ
で
法
然
遺
文
出
典
調
査
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
法
然
に
お
け
る
迦
才
『
浄
土
論
』
の
引
用
箇
所
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

『
浄
土
論
』
の

被
引
用
箇
所

引
用
さ
れ
た
内
容

引
用
す
る
法
然
遺
文
典
籍
（
※
カ
ッ
コ
内
は
引
用
回
数
）

序　
論

浄
土
の
宗
名

『
法
然
聖
人
御
説
法
事
』
⑴
、『
逆
修
説
法
』
⑴
、『
選
択
集
』
⑶
、『
選
択
集
（
広
本
）』
⑴

第
一
章

九
品
（
仏
土
・
業
因
）
『
観
経
釈
』
⑴
、『
選
択
集
』
⑴
、『
弥
陀
本
願
義
疏
』
⑴

第
二
章

慈
愍
三
蔵
と
迦
才

『
阿
弥
陀
経
釈
』
⑴

第
二
章

念
仏
（
常
念
三
益
）

『
往
生
要
集
料
簡
』
⑴
、『
直
指
念
仏
往
生
義
』
⑴

第
二
章

寿
経
・
観
経
の
前
後
論
『
観
経
釈
』
⑴

第
五
章

十
二
経
七
論

『
阿
弥
陀
経
釈
』
⑵

第
六
章

往
生
人
伝

『
念
仏
大
意
』
⑴
、『
往
生
浄
土
用
心
』
⑴
、「
津
戸
三
郎
へ
つ
か
は
す
御
返
事
（
九
月
二
十

八
日
付
）」
⑴
、『
類
聚
浄
土
五
祖
伝
』
⑵

第
八
章

難
易
二
道
説

『
法
然
聖
人
御
説
法
事
』
⑴
、『
逆
修
説
法
』
⑴
、『
選
択
集
』
⑴
、『
選
択
集
（
広
本
）』
⑴

そ
の
他

名
称
の
み

『
阿
弥
陀
経
釈
』
⑴
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以
上
の
よ
う
に
計
二
五
箇
所
あ
り
、『
浄
土
論
』
の
各
章
目
か
ら
幅
広
い
引
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
重
用
さ
れ
た
の
は
曇

鸞
・
道
綽
の
事
績
を
含
む
往
生
人
伝
で
あ
る
。
ま
た
豊
富
な
経
典
・
論
書
を
収
録
す
る
文
献
的
性
格
か
ら
、
法
然
が
傍
証
資
料
を
挙
げ

る
際
に
十
二
経
七
論
や
難
易
二
道
説
に
引
用
さ
れ
る
経
論
を
利
用
し
て
い
る
。
全
般
的
に
教
義
的
な
意
義
を
有
し
た
引
用
は
少
な
く
、

あ
え
て
言
え
ば
『
観
経
釈
』
に
お
け
る
『
無
量
寿
経
』
と
『
観
経
』
の
前
後
論
（
先
寿
経
後
此
経
）
に
関
す
る
引
用
、
そ
れ
か
ら
『
選

択
集
』
の
宗
名
に
関
わ
る
議
論
に
「
此
之
一
宗
竊
爲
㆓

要
路
㆒
」（
浄
全
六
、
六
二
七
頁
上
）
の
一
文
が
『
遊
心
安
楽
道
』『
西
方
要
決
』

と
と
も
に
引
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
（
こ
の
二
書
は
と
も
に
偽
撰
と
み
ら
れ
る
の
で
実
質
的
な
淵
源
は
『
浄
土
論
』
で
あ
る
）。

　
注
目
さ
れ
る
の
は
『
観
経
釈
』『
選
択
集
』
が
共
通
し
て
引
用
す
る
「
衆
生
起
行
既
有
㆓
千
殊
㆒、
往
生
見
㆑
土
亦
有
㆓
萬
別
㆒
也
」（
浄
全

六
、
六
三
〇
頁
下
）
と
い
う
文
言
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
同
様
の
文
脈
に
お
け
る
引
用
で
あ
り
、
法
然
の
引
用
意
図
と
し
て
は
九
品
往
生

者
に
お
け
る
行
業
の
多
様
さ
を
明
示
す
る
一
文
（
前
半
の
傍
線
部
）
と
み
な
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
こ
の
一
文
は
迦
才
自
身
の

立
場
か
ら
す
れ
ば
、
行
業
論
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
仏
土
論
に
関
わ
る
要
点
を
示
す
内
容
（
後
半
の
波
線
部
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ

と
は
、
法
然
浄
土
教
の
導
き
手
と
も
い
え
る
源
信
の
段
階
で
明
確
に
認
識
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、『
往
生
要
集
』
に
お
い
て
『
浄

土
論
』
の
同
文
を
引
き
、

問
、
何
者
爲
㆑
正
耶
。
答
、
迦
才
云
、「
衆
生
起
行
既
有
㆓
千
殊
㆒、
往
生
見
㆑
土
亦
有
㆓
萬
別
㆒
也
。
若
作
㆓
此
解
㆒
者
、
諸
經
論
中
、
或

判
爲
㆑
報
、
或
判
爲
㆑
化
、
皆
無
㆓
妨
難
㆒
也
。
但
知
、
諸
佛
修
行
具
感
㆓
報
化
二
土
㆒
也
。
如
㆓
『
攝
論
』㆒ 

加
行
感
㆑
化
、
正
體
感
㆑
報
。

若
報
若
化
、
皆
欲
㆑
成
㆓
就
衆
生
㆒、
此
則
土
不
㆓
虚
設
㆒、
行
不
㆓
空
修
㆒、
但
信
㆓
佛
語
㆒
依
㆑
經
專
念
、
即
得
㆓
往
生
㆒、
亦
不
㆑
須
㆑
圖
㆓
度

報
之
與
化
㆒
也
」。
此
釋
善
矣
。
須
㆓
專
稱
念
㆒、
勿
㆑
勞
㆓
分
別
㆒�

（『
大
正
蔵
』
八
四
、
七
九
頁
中
）。

と
述
べ
、
阿
弥
陀
仏
の
西
方
浄
土
を
報
身
報
土
と
す
る
か
、
そ
れ
と
も
化
身
化
土
と
す
る
か
と
い
う
議
論
の
終
着
点
と
し
て
、
迦
才
の

説
を
提
示
し
て
「
此
の
釈
善
し
」
と
賞
賛
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
つ
ま
り
、
仏
土
論
の
価
値
判
断
に
関
わ
る
中
国
浄
土
教
の
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要
文
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
法
然
も
源
信
に
よ
る
格
別
の
評
価
を
見
過
ご
す
は
ず
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
前
述
の
と
お
り
、

仏
土
論
の
文
脈
で
は
な
く
て
行
業
論
（
九
品
論
）
の
一
部
と
し
て
の
利
用
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
あ
ら
た
め
て
見
直
し
て
み
る
と
、
そ
も
そ
も
法
然
の
教
義
書
お
よ
び
法
語
類
全
体
を
通
じ
て
、
仏
土
論
そ
の
も
の
に
関
わ
る
言
及
が

極
め
て
少
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
法
然
遺
文
出
典
調
査
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
た
と
え
ば
報
土
、
応
土
、
化
土
な
ど

の
仏
土
論
に
関
連
す
る
語
句
に
言
及
す
る
の
は
、
偽
撰
と
さ
れ
る
『
弥
陀
本
願
義
疏
』『
安
心
起
行
作
業
抄
』
の
み
で
あ
っ
た
。
な
お
、

仏
身
論
に
つ
い
て
は
『
逆
修
説
法
』
な
ど
の
文
献
に
ま
と
ま
っ
た
言
及
が
あ
る
。

　
浄
土
宗
学
と
し
て
は
偏
依
善
導
一
師
、
す
な
わ
ち
宗
義
の
大
綱
を
偏
え
に
善
導
教
学
に
依
る
と
い
う
教
学
的
立
場
か
ら
、
法
然
は
善

導
『
観
経
疏
』
に
示
さ
れ
る
報
身
報
土
説
（
凡
入
報
土
説
）
を
支
持
す
る
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
重
要
な
教
義
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
思
い
の
ほ
か
法
然
自
身
に
よ
る
理
論
的
な
言
及
が
少
な
い
の
は
、
中
国
浄
土
教
の
祖
師
と
り
わ
け
善
導
に
よ
っ
て
解
決
済
の
課
題

で
あ
る
と
の
立
場
を
堅
持
し
て
、
必
要
以
上
に
難
解
な
議
論
へ
介
入
す
る
こ
と
を
避
け
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
こ
で
法
然
の
伝
記
類
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
注
目
さ
れ
る
の
は
醍
醐
本
『
一
期
物
語
』
に
浄
土
立
宗
の
御
詞
と
し
て
示
さ
れ
る
、

い
わ
ゆ
る
凡
入
報
土
説
の
内
容
で
あ
る
。

我
れ
、
浄
土
宗
を
立
つ
る
意
趣
は
、
凡
夫
の
報
土
に
生
ま
る
る
こ
と
を
示
さ
む
た
め
な
り
。
も
し
天
台
に
よ
れ
ば
、
凡
夫
の
浄
土

に
生
ま
る
る
こ
と
を
許
す
に
似
た
れ
ど
も
、
浄
土
を
判
ず
る
こ
と
浅
し
。
も
し
法
相
に
よ
れ
ば
、
浄
土
を
判
ず
る
こ
と
深
し
と
い

え
ど
も
、
凡
夫
の
往
生
を
許
さ
ず
。
諸
宗
の
所
談
、
異
な
り
と
い
え
ど
も
、
凡
て
凡
夫
の
報
土
に
生
ま
る
る
こ
と
を
許
さ
ざ
る
故

に
、
善
導
の
釈
義
に
よ
り
て
、
浄
土
宗
を
立
つ
る
時
、
す
な
わ
ち
、
凡
夫
報
土
に
生
ま
る
る
こ
と
現
わ
る
る
な
り
。

�

（『
昭
法
全
』
四
八
一
頁
）。

こ
こ
で
は
天
台
宗
、
法
相
宗
、
浄
土
宗
（
善
導
）
の
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
を
挙
げ
、
浄
土
の
ラ
ン
ク
と
往
生
者
の
レ
ベ
ル
の
組
み
合
わ
せ
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が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
と
め
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

各
宗
派
の
立
場

弥
陀
浄
土
の
評
価

凡
夫
往
生
の
可
否

Ⅰ
天
台
宗
の
立
場

低
次
元
の
評
価
（
凡
聖
同
居
土

≒
化
土
）

凡
夫
往
生
を
認
め
る

Ⅱ
法
相
宗
の
立
場

高
次
元
の
評
価
（
他
受
用
土
≒
報
土
）

凡
夫
往
生
を
認
め
な
い

Ⅲ
浄
土
宗
（
善
導
）
の
立
場

高
次
元
の
評
価
（
報
土
、
無
漏
土
）

凡
夫
往
生
を
認
め
る

　
法
然
は
こ
の
な
か
で
Ⅲ
浄
土
宗
の
立
場
の
み
が
凡
入
報
土
を
成
就
す
る
、
す
な
わ
ち
仏
道
実
践
に
お
い
て
低
劣
な
凡
夫
が
そ
の
身
そ

の
ま
ま
で
高
次
元
の
報
土
へ
往
生
で
き
る
こ
と
を
保
証
し
て
い
る
、
だ
か
ら
こ
そ
善
導
の
釈
義
に
よ
っ
て
浄
土
宗
を
立
て
る
の
だ
と
い

う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
Ⅰ
天
台
宗
の
立
場
は
凡
夫
が
往
生
す
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
の
、
行
き
先
で
あ
る
弥
陀
浄
土
は
凡
夫
に
分
相
応

の
境
地
（
凡
聖
同
居
土≒

化
土
）
と
し
て
評
価
が
低
く
、
確
実
に
悟
り
へ
辿
り
着
く
こ
と
が
で
き
る
安
住
の
地
と
は
い
い
が
た
い
。
一

方
、
Ⅱ
法
相
宗
の
立
場
は
弥
陀
浄
土
の
評
価
こ
そ
高
次
元
（
他
受
用
土

≒

報
土
）
で
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
仏
道
実
践
を
積
み
重

ね
た
菩
薩
に
相
応
す
る
境
地
と
し
て
設
定
さ
れ
て
お
り
、
肝
心
の
凡
夫
往
生
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
右
記
の
文
脈
で
は
直
接
的
に
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
Ⅲ
浄
土
宗
の
立
場
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
の
は
第
十
八
願
を
中
心
と

す
る
浄
土
三
部
経
に
も
と
づ
く
本
願
念
仏
論
で
あ
り
、
偏
え
に
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
に
頼
っ
て
こ
そ
、
凡
夫
を
高
次
元
の
弥
陀
浄
土

（
報
土
）
へ
引
き
上
げ
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
Ｉ
～
Ⅲ
の
な
か
で
迦
才
の
立
場
は
ど
こ
に
当
た
る
の
か
。
Ⅰ
天
台
宗
と
Ⅱ
法
相
宗
は
、
先
ほ
ど
の
『
選
択
集
』
十
六
章
段

の
区
分
で
い
え
ば
「
Ａ
聖
道
諸
祖
」
の
範
疇
で
あ
り
、
Ⅲ
浄
土
宗
が
「
Ｄ
善
導
」
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
迦
才
は
と
い
う

と
、
法
然
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
Ａ
で
は
な
く
「
Ｂ
浄
土
諸
祖
」
の
立
場
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
迦
才
の
教
義
的
な
位
置
は
Ⅰ
～
Ⅲ
の
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パ
タ
ー
ン
の
な
か
に
は
お
さ
ま
り
き
ら
な
い
立
場
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
、
過
小
評
価
さ
れ
て
き
た
迦
才
の
学
説

　
そ
れ
で
は
迦
才
の
教
学
的
な
機
軸
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
そ
の
思
想
的
立
場
を
端
的
に
示
し
た
の
が
凡
夫
の
化
土
往
生
説
で
あ
り
、

こ
れ
は
道
綽
や
善
導
が
提
唱
す
る
凡
夫
の
報
土
往
生
説
（
＝
凡
入
報
土
説
）
と
立
場
を
ま
っ
た
く
異
に
す
る
。
前
述
し
た
と
お
り
、
凡

夫
が
分
相
応
な
低
い
ラ
ン
ク
の
化
土
に
往
く
か
、
そ
れ
と
も
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
に
よ
っ
て
高
い
ラ
ン
ク
の
報
土
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

の
か
、
と
い
う
論
点
は
浄
土
教
の
根
幹
に
関
わ
る
教
学
上
の
最
重
要
課
題
で
あ
っ
た
。

　
先
行
研
究
で
は
迦
才
の
化
土
往
生
説
に
加
え
て
、『
無
量
寿
経
』
の
第
十
八
願
に
も
と
づ
く
本
願
念
仏
説
を
特
別
視
し
な
い
こ
と
な

ど
、
法
然
浄
土
教
の
淵
源
と
な
る
学
説
（
す
な
わ
ち
道
綽
善
導
流
）
と
乖
離
し
た
立
場
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
そ
の
思
想
は
道
綽
か

ら
「
後
退
」
し
た
、
あ
る
い
は
善
導
と
比
し
て
「
不
徹
底
」「
過
渡
的
」
と
の
評
価
が
通
説
と
さ
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
従
来
の
宗
学

を
中
心
と
す
る
研
究
視
点
で
は
、
凡
夫
の
報
土
往
生
を
〝
是
〟
と
し
、
凡
夫
の
化
土
往
生
を
〝
否
〟
と
す
る
一
面
的
な
見
方
が
固
定
的

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
大
き
な
問
題
は
、
浄
土
教
を
主
た
る
信
条
と
し
な
い
学
僧
で
あ
る
地
論
宗
の
慧
遠
や
三
論
宗
の
吉
蔵
な
ど
の
化
土
往
生
説
と
、

迦
才
の
そ
れ
が
一
緒
く
た
に
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
選
択
集
』
に
は
明
記
さ
れ
て
い
た
「
Ａ
聖
道
諸
祖
」
と
「
Ｂ

浄
土
諸
祖
」
の
立
場
が
混
同
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
迦
才
の
化
土
往
生
説
（
Ｂ
浄
土
諸
祖
）
は
、
道
綽
・
善
導
の
報
土
往
生
説
（
Ｃ
、
Ｄ
道
綽
善
導
流
）
と
の
相
対
比
較
で
は
な
く
、
隋
唐
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代
の
仏
教
界
に
お
け
る
教
理
的
な
文
脈
を
俯
瞰
し
た
思
想
展
開
史
上
で
と
ら
え
て
は
じ
め
て
そ
の
意
義
が
明
ら
か
に
な
る
。
つ
ま
り
、

「
慧
遠
・
吉
蔵
・
迦
才
の
化
土
往
生
vs.
道
綽
・
善
導
の
報
土
往
生
」
で
は
な
く
、「
慧
遠
→
吉
蔵
→
道
綽
→
摂
論
学
派
→
迦
才
→
善
導
」

と
い
う
見
方
で
あ
る
。

【
思
想
的
な
対
立
】

【
思
想
史
的
な
展
開
】

　
言
う
ま
で
も
な
く
、
慧
遠
の
時
代
か
ら
一
足
飛
び
に
善
導
の
思
想
が
立
ち
現
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
決
し
て
な
く
、
そ
こ
に
い
た
る
ま

で
の
議
論
の
蓄
積
や
翻
訳
経
論
の
受
容
な
ど
を
一
つ
ず
つ
ふ
ま
え
た
思
想
史
の
把
握
が
必
要
と
な
る
。

　
も
う
一
つ
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
ど
の
よ
う
に
凡
夫
報
土
往
生
説
と
凡
夫
化
土
往
生
説
の
思
想
的
な
評
価
を
行
う
の
か
と
い
う
点
で

あ
る
。
宗
学
的
な
立
場
か
ら
結
論
を
評
価
す
る
な
ら
ば
、
も
ち
ろ
ん
報
土
往
生
の
方
が
望
ま
し
く
、
浄
土
教
と
し
て
歓
迎
す
べ
き
説
に

決
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
報
土
往
生
の
主
張
は
、
道
綽
『
安
楽
集
』
の
段
階
で
提
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
迦
才
は
一
転
し

聖
道
門

浄
土
門 

道
綽
・
善
導
流

西
方
報
土
説(

凡
入
報
土)

慧
遠
・
吉
蔵
・
迦
才

西
方
化
土
説

vs.

慧
遠
・
吉
蔵

西
方
化
土
説

道
綽

西
方
報
土
説

摂
論
師

西
方
報
土
説

迦
才

西
方
化
土
説

善
導

凡
入
報
土
説
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て
そ
の
意
見
を
支
持
し
な
い
。
従
来
の
研
究
で
は
「
そ
れ
は
何
故
な
の
か
」
と
い
う
論
点
が
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
。

　
そ
れ
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、「
往
生
」
と
い
う
思
想
体
系
が
、
ａ
衆
生
論
（
誰
が
）、
ｂ
仏
身
仏
土
論
（
ど
こ
へ
）、
ｃ
実
践
論
（
ど

う
や
っ
て
）、
ｄ
経
典
論
（
何
に
依
っ
て
）、
ｅ
即
時
別
時
論
（
い
つ
往
生
す
る
）
と
い
う
諸
教
説
の
総
合
的
な
構
築
に
よ
っ
て
成
り
立
っ

て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
て
読
み
解
く
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
『
浄
土
論
』
第
一
か
ら
第
五
の
各
章
目
の
構
成
に
準
ず

る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
分
析
手
法
が
初
唐
の
段
階
に
お
い
て
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。

　
さ
て
、
以
下
の
内
容
は
隋
代
か
ら
唐
代
初
期
に
か
け
て
の
浄
土
教
思
想
の
展
開
に
関
わ
る
諸
師
の
ス
タ
ン
ス
を
ａ
～
ｅ
の
各
論
点
を

も
と
に
端
的
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
紙
幅
の
都
合
か
ら
、
各
論
点
に
つ
い
て
詳
説
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
結
論
の
み
を
大

づ
か
み
に
示
し
た
。

①�

慧
遠
…
ｄ
『
観
経
』
を
学
問
的
に
注
釈
す
る
立
場
か
ら
、
ａ
聖
人
と
凡
夫
（
九
品
の
階
位
）
が
ｃ
十
六
観
（
観
察
行
）
等
に
よ
っ
て
、

化
身
の
阿
弥
陀
仏
を
観
想
し
て
、
臨
終
の
後
に
ｂ
化
土
の
西
方
浄
土
へ
往
生
す
る
と
い
う
。

②�

道
綽
…
ａ
末
法
世
の
凡
夫
（
と
聖
人
）
が
、
時
機
相
応
の
観
点
か
ら
、
ｄ
六
往
生
経
（
浄
土
三
部
経
を
含
む
）
に
も
と
づ
く
ｃ
念
仏
三

昧
（
称
名
・
本
願
を
含
む
）
に
よ
っ
て
、
臨
終
の
後
に
ｂ
報
身
報
土
の
西
方
浄
土
へ
ｅ
即
時
に
往
生
す
る
。

③�

摂
論
学
派
…
ｄ
『
摂
大
乗
論
釈
』
や
『
往
生
論
』
の
世
親
系
の
論
書
に
も
と
づ
き
、
ａ
初
発
心
以
上
の
菩
薩
が
ｃ
五
念
門
を
中
心
と

す
る
菩
薩
行
に
よ
っ
て
ｂ
三
界
外
の
実
報
土
（
＝
十
八
円
浄
）
に
ｅ
即
時
に
往
生
（
通
入
）
す
る
。 

往
生
説
の
内
実

 
 
 
 
 
 

＋

 

＋

＋

＋

ａ
衆
生
論

誰
が

ｂ
仏
土
論

ど
こ
へ

ｃ
実
践
論

ど
う
や

て

ｄ
経
典
論

何
に
依

て

ｅ
別
時
意
論

い
つ
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④�
迦
才
…
ａ
末
法
世
の
退
転
し
や
す
き
凡
夫
（
兼
ね
て
聖
人
）
が
、
ｄ
十
二
経
七
論
（
浄
土
三
部
経
を
含
む
）
に
も
と
づ
く
ｃ
上
根
行

（
念
仏
、
礼
拝
、
讃
歎
、
発
願
、
観
察
、
回
向
）
と
中
下
根
行
（
懺
悔
、
発
菩
提
心
、
専
念
名
号
、
総
相
観
察
、
回
向
）
を
兼
行
し
て
、
臨

終
の
後
に
ｂ
化
身
化
土
で
あ
る
が
処
不
退
の
西
方
浄
土
へ
ｅ
即
時
に
往
生
す
る
。

⑤�

善
導
…
ａ
末
法
の
凡
夫
（
九
品
皆
凡
）
が
、
ｄ
浄
土
三
部
経
に
も
と
づ
く
ｃ
本
願
念
仏
（
五
種
正
行
、
願
行
具
足
）
に
よ
っ
て
、
臨
終

の
後
に
ｂ
報
身
報
土
の
西
方
浄
土
へ
ｅ
即
時
に
往
生
す
る
。

五
、
凡
夫
化
土
往
生
説
は
思
想
的
退
行
か
？

　
順
を
追
っ
て
み
て
ゆ
く
と
、
ま
ず
①
隋
代
の
慧
遠
や
吉
蔵
は
『
観
音
授
記
経
』『
鼓
音
声
経
』
を
根
拠
と
し
て
、
阿
弥
陀
仏
を
有
限

な
命
を
持
つ
化
身
の
仏
と
規
定
し
、
そ
れ
ゆ
え
西
方
浄
土
は
低
ラ
ン
ク
の
化
土
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
は
時
代
の
定
説
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
必
ず
し
も
阿
弥
陀
仏
信
仰
を
主
た
る
信
仰
と
し
な
い
立
場
か
ら
、
浄
土
教
の
意
義
を
価
値
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。

当
然
な
が
ら
、
浄
土
経
典
は
数
多
あ
る
大
乗
経
典
の
一
部
に
過
ぎ
ず
、
結
果
と
し
て
浄
土
教
の
実
践
（
念
仏
、
観
察
な
ど
）
は
禅
観
修

行
の
入
門
的
な
内
容
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

　
た
と
え
ば
慧
遠
『
大
乗
義
章
』
で
は
、
衆
生
が
観
察
行
を
修
行
す
る
際
に
「
応
身
→
報
身
→
法
身
」
と
い
う
過
程
で
進
展
す
る
次
第

が
説
か
れ
て
お
り
、
有
相
を
観
ず
る
応
身
観
（
十
六
観
）
も
、
徐
々
に
そ
の
対
象
が
真
身
（
法
身
・
報
身
）
へ
到
達
し
て
ゆ
く
こ
と
が

想
定
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
往
生
の
思
想
的
価
値
も
初
門
的
・
方
便
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
最
終
的
に
目
指
す
安
住
の
境
地
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
腰
掛
け
的
な
一
時
の
経
由
地
と
し
て
の
色
合
い
が
濃
い
。
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こ
の
よ
う
な
慧
遠
や
吉
蔵
な
ど
が
主
張
す
る
化
土
往
生
説
に
対
し
て
、
②
道
綽
が
「
大
な
る
失
で
あ
る
」
と
批
判
し
て
報
土
往
生
説

を
強
弁
し
た
。
そ
の
土
台
と
な
っ
た
の
は
、
聖
浄
二
門
判
と
よ
ば
れ
る
教
判
で
あ
り
、
釈
迦
一
代
の
仏
教
を
、
自
ら
の
力
で
悟
り
を
求

め
て
仏
道
を
修
業
す
る
法
門
で
あ
る
「
聖
道
門
」
と
、
仏
の
他
力
に
よ
っ
て
浄
土
に
往
生
し
て
悟
り
を
得
る
法
門
で
あ
る
「
浄
土
門
」

と
の
二
つ
に
大
別
し
、
末
法
世
の
衆
生
は
絶
望
的
に
機
根
が
低
い
た
め
に
聖
道
門
は
適
合
せ
ず
、
た
だ
浄
土
門
の
実
践
の
み
が
救
わ
れ

る
道
で
あ
る
と
し
て
、
浄
土
教
の
地
位
を
確
立
し
た
。
ほ
か
に
も
、
六
往
生
経
（
浄
土
三
部
経
、『
随
願
往
生
経
』、『
平
等
覚
経
』、『
十
往

生
経
』）
及
び
念
仏
三
昧
説
に
関
す
る
経
論
の
集
中
的
な
整
理
や
、『
無
量
寿
経
』
第
十
八
願
文
と
『
観
経
』
下
品
下
生
説
を
合
釈
し
た

本
願
念
仏
説
は
、
後
の
善
導
教
学
の
展
開
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
一
方
、
④
迦
才
は
道
綽
の
基
本
的
立
場
で
あ
る
報
土
往
生
説
を
支
持
せ
ず
、
あ
え
て
化
土
往
生
説
を
主
張
し
た
。
一
見
す
る
と
、

迦
才
の
学
説
は
慧
遠
や
吉
蔵
の
学
説
へ
と
退
行
し
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
当
時
の
重
要
な
思
想
背
景
を
見

逃
し
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
慧
遠
以
後
に
教
理
研
究
が
躍
進
し
た
真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
』
及
び
世
親
釈
の
影
響
で
あ
る
。
そ
の
成
果
は
徐
々
に
浄
土

教
の
方
面
に
も
反
映
さ
れ
て
ゆ
き
、
仏
土
の
性
質
を
多
方
面
か
ら
論
じ
た
十
八
円
浄
説
の
考
察
に
よ
っ
て
、
諸
仏
浄
土
を
一
律
に
報
土

と
み
る
考
え
が
有
力
視
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
西
方
浄
土
も
例
外
な
く
報
土
と
み
な
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
道
綽
の
報
土
往
生
説

を
援
護
す
る
学
説
の
よ
う
に
思
え
る
が
そ
う
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
実
践
の
主
体
者
は
低
位
な
凡
夫
で
は
な
く
、
高
位
の
菩
薩
を

前
提
と
す
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
凡
夫
が
易
行
の
小
な
る
業
因
に
よ
っ
て
報
土
往
生
と
い
う
大
果
を
得
る
こ
と
は
、

因
果
の
道
理
と
し
て
許
さ
れ
ず
、
念
仏
に
よ
る
西
方
往
生
は
「
即
時
」
で
は
な
く
、
輪
廻
を
繰
り
返
し
た
遠
い
将
来
の
「
別
時
」
に
過

ぎ
な
い
、
と
い
う
③
摂
論
学
派
に
よ
る
往
生
別
時
意
説
に
よ
る
論
難
を
誘
発
し
、
阿
弥
陀
仏
信
仰
は
厳
し
く
糾
弾
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
迦
才
は
隋
代
に
提
唱
さ
れ
た
化
土
往
生
説
に
回
帰
し
つ
つ
、
さ
ら
に
凡
夫
往
生
の
意
義
を
模
索
し
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な
お
し
て
ゆ
く
。
そ
も
そ
も
往
生
の
成
就
と
は
、
往
生
の
瞬
間
的
な
成
立
だ
け
で
な
く
、
西
方
浄
土
で
の
彼
土
修
道
を
通
じ
て
無
上
菩

提
を
得
る
ま
で
の
行
程
、
す
な
わ
ち
仏
道
の
完
成
を
保
証
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
報
土
と
化
土
の
性
質
に
お
け
る
基
本
的
な
違
い
は
、
永
久
に
存
続
す
る
か
否
か
（
時
間
）、
煩
悩
が
残
存
す
る
か
否
か
（
性
質
）、
対

境
が
あ
る
か
否
か
（
姿
形
）、
広
さ
に
限
り
が
あ
る
か
否
か
（
分
限
）、
三
界
輪
廻
の
内
か
外
か
（
場
所
）、
浄
土
へ
往
く
の
は
菩
薩
か
凡

夫
か
（
対
象
者
）
な
ど
に
集
約
で
き
る
。
一
例
と
し
て
、
仏
土
の
種
類
と
大
ま
か
な
特
徴
を
ま
と
め
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

仏
土
の
種
類

時
間

性
質

姿
形

分
限

場
所

対
象
者

法
性
浄
土

無
量

無
漏

無
相

な
し

三
界
外

仏
の
み

報
身
浄
土

実
報
土
（
自
受
用
土
）

無
量

無
漏

無
相

な
し

三
界
外

仏
の
み

事
浄
土
（
他
受
用
土
）

無
量

有
漏

有
相

あ
る

三
界
外

菩
薩

化
身
浄
土

長
時
間

有
漏

有
相

あ
る

三
界
内

凡
夫

娑
婆
世
界

有
限

有
漏

有
相

あ
る

三
界
内

凡
夫

　
こ
の
よ
う
に
化
土
は
い
ず
れ
の
点
で
も
報
土
に
劣
っ
て
お
り
、
旧
来
の
化
土
説
で
は
往
生
後
の
彼
土
修
道
の
側
面
が
万
端
と
は
い
え

な
い
。
た
だ
し
、
化
土
往
生
で
あ
れ
ば
、
凡
夫
の
報
土
往
生
を
固
く
閉
ざ
す
長
安
の
学
僧
た
ち
に
も
認
め
ら
れ
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。
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六
、
も
う
一
つ
の
凡
夫
往
生
説

　
以
上
の
問
題
点
を
正
確
に
見
極
め
た
迦
才
は
、
独
自
の
西
方
浄
土
説
と
し
て
、
長
時
化
土
説
（
有
限
で
あ
る
が
彼
土
修
道
に
必
要
な
時

間
は
存
続
す
る
）、
通
報
化
土
説
（
報
土
と

化
土
の
両
方
に
通
じ
て
い
る
）、
処
不
退
説

（
退
転
す
る
縁
が
な
く
修
行
に
適
し
た
環
境
）

を
提
唱
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
時
間
・
階

位
・
修
道
面
で
の
欠
点
を
補
強
し
た
、
い

わ
ば
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
た
化
土
説
を
提

示
し
た
。
上
の
図
は
化
土
往
生
後
に
お
け

る
彼
土
修
道
に
つ
い
て
、
概
略
的
な
構
造

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

処不退説

（修道）

長時化土説 

← （時間） →

階
位

通
報
化
土
説

化
土
往
生

証
得
菩
提
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こ
れ
ら
の
新
説
は
い
ず
れ
も
『
摂
大
乗
論
』『
大
乗
起
信
論
』
の
思
想
研
究
か
ら
着
想
を
得
た
も
の
で
、
つ
ま
り
は
対
峙
す
る
学
僧

た
ち
の
立
場
に
同
調
し
つ
つ
説
得
を
促
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
み
れ
ば
、
報
土
往
生
説
か
ら
化
土
往
生
説
へ
の
流
れ
は
思

想
的
な
後
退
で
は
な
く
、
摂
論
研
究
の
高
ま
り
と
い
う
歴
史
的
経
緯
に
同
調
し
て
あ
ら
わ
れ
た
凡
夫
往
生
説
の
必
然
的
な
展
開
の
一
端

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
、
迦
才
に
お
け
る
実
践
論
は
、
世
親
『
往
生
論
』
の
五
念
門
を
モ
デ
ル
と
し
な
が
ら
も
内
容
を
換
骨
奪
胎
し
、
了
義
経
で
あ
る

十
二
経
七
論
す
な
わ
ち
浄
土
三
部
経
に
限
定
さ
れ
な
い
広
範
な
浄
土
教
の
経
論
を
依
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
経
典
に
も
と
づ
く
在
家
者
の

た
め
の
中
下
根
行
と
、
論
書
に
も
と
づ
く
出
家
者
の
た
め
の
上
根
行
と
い
う
二
層
的
な
行
体
系
を
構
築
し
、
願
（
発
願
、
発
菩
提
心
、

回
向
な
ど
）
と
行
（
懺
悔
、
念
仏
、
礼
拝
、
讃
歎
、
観
察
な
ど
）
の
兼
行
を
勧
め
た
。
こ
れ
は
別
時
意
説
に
よ
っ
て
「
願
」
の
み
あ
っ
て

「
行
」
が
な
い
と
批
判
さ
れ
た
浄
土
教
の
実
践
論
を
補
強
す
る
も
の
だ
が
、
そ
の
大
前
提
は
凡
夫
の
報
土
往
生
を
目
指
す
も
の
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
化
土
往
生
へ
の
最
適
化
を
企
図
し
て
案
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
迦
才
が
想
定
す
る
凡
夫
化
土
往
生
説
の

思
想
構
造
に
お
い
て
、
本
願
念
仏
の
よ
う
な
特
別
な
ロ
ジ
ッ
ク
は
必
要
と
さ
れ
な
か
っ
た
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
、
こ
れ
ま
で
等
閑
に
付
さ
れ
て
き
た
④
迦
才
の
化
土
往
生
説
に
あ
え
て
重
心
を
置
い
た
思
想
史
を
素
描
す
る
こ
と
で
、
②
道
綽

や
⑤
善
導
と
は
一
線
を
画
し
た
「
も
う
一
つ
の
凡
夫
往
生
」
と
も
い
う
べ
き
思
想
展
開
の
一
端
を
提
示
し
た
。

　
後
世
に
お
け
る
日
本
浄
土
教
の
展
開
を
顧
慮
す
れ
ば
、
法
然
が
全
面
的
に
帰
依
し
た
⑤
善
導
の
及
ぼ
し
た
影
響
力
は
計
り
知
れ
な
い
。

そ
の
一
方
で
善
導
の
「
古
今
楷
定
（
旧
来
の
理
解
を
す
べ
て
あ
ら
た
め
る
）」
の
宣
言
に
代
表
さ
れ
る
一
連
の
学
説
は
、
通
説
へ
の
批
判

を
基
調
と
す
る
性
格
上
、
実
の
と
こ
ろ
隋
唐
代
で
も
極
め
て
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
思
想
で
あ
り
、
当
時
の
中
国
仏
教
界
に
お
い
て
主
流
で
あ

っ
た
と
は
言
い
が
た
い
。
法
然
が
善
導
教
学
に
対
し
て
格
別
な
注
目
を
し
た
の
は
そ
の
強
す
ぎ
る
独
自
性
の
裏
返
し
で
も
あ
っ
た
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
迦
才
の
思
想
は
折
衷
的
な
教
説
の
多
い
こ
と
が
特
色
の
一
つ
と
さ
れ
、
同
時
に
そ
れ
が
消
極
的
な
評
価
を
受
け
る
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理
由
で
も
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
同
時
代
の
諸
学
派
の
教
説
や
批
判
を
強
く
意
識
し
な
が
ら
も
、
反
駁
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
懐

柔
的
な
性
格
を
も
っ
て
論
述
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
視
点
を
か
え
れ
ば
、
折
衷
的
・
懐
柔
的
と
さ
れ
て
き
た
迦
才
の
思
想
こ

そ
、
当
時
の
標
準
的
な
学
説
に
肉
薄
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
法
然
も
こ
の
よ
う
な
迦
才
の
浄
土
教
思
想
を
あ
る
程
度
評
価
し
て
お
り
、

そ
れ
は
『
選
択
集
』
十
六
章
段
に
お
け
る
Ａ
聖
道
諸
祖
、
Ｂ
浄
土
諸
祖
（
迦
才
・
慈
愍
三
蔵
）、
Ｃ
浄
土
諸
祖
（
懐
感
・
道
綽
）、
Ｄ
善
導

と
い
う
区
分
に
も
表
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
迦
才
の
浄
土
教
思
想
に
お
い
て
は
、
報
土
往
生
は
も
は
や
不
可
欠
の
要
素
で
は
な
く
、
化
土
往
生
に
お

い
て
信
仰
・
理
論
の
両
面
が
充
分
に
満
足
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、「
ど
う
し
て
報
土
往
生
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
？
」。
謎
の
学
僧
・
迦
才
と
い
う
存
在
は
、
我
わ
れ
が
今
一
度
深
考
す
べ
き
浄
土
教
の
根
本
的
な
問
い
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

【
主
要
な
参
考
文
献
】

・
石
川
琢
道
『
曇
鸞
浄
土
教
形
成
論
─
そ
の
思
想
的
背
景
─
』
法
蔵
館
、
二
〇
〇
九
年

・
金
子
寛
哉
『『
釈
浄
土
群
疑
論
』
の
研
究
』
文
化
書
院
、
二
〇
〇
七
年

・
工
藤
量
導
『
迦
才
『
浄
土
論
』
と
中
国
浄
土
教
─
凡
夫
化
土
往
生
説
の
思
想
形
成
─
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
三
年

・
柴
田
泰
山
『
善
導
教
学
の
研
究
』
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
〇
六
年

・
名
畑
応
順
『
迦
才
浄
土
論
の
研
究
』
法
蔵
館
、
一
九
五
五
年

・
平
井
俊
栄
『
中
国
般
若
思
想
史
研
究
』
春
秋
社
、
一
九
七
六
年

・
深
貝
慈
孝
『
中
国
浄
土
教
と
浄
土
宗
学
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
二
年

・
藤
善
真
澄
『
道
宣
伝
の
研
究
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年

・
神
子
上
恵
龍
『
弥
陀
身
土
思
想
の
展
開
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
五
〇
年
／
一
九
六
八
年

迦才について
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・
望
月
信
亨
『
浄
土
教
の
起
原
及
発
達
』
共
立
社
、
一
九
三
〇
年
／
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
七
二
年

・
望
月
信
亨
『
中
国
浄
土
教
理
史
』［
原
題
『
支
那
浄
土
教
理
史
』]

法
蔵
館
、
一
九
四
二
年
／
一
九
七
六
年

・
吉
村
誠
『
中
国
唯
識
思
想
史
研
究-

玄
奘
と
唯
識
学
派
』
大
蔵
出
版
、
二
〇
一
三
年

※
な
お
、
本
稿
は
中
外
日
報
へ
寄
稿
し
た
「
論　
謎
の
学
僧　
迦
才
の
思
想
─
凡
夫
往
生
の
意
義
を
模
索
」（
二
〇
一
四
年
一
二
月
一
九
日
）

を
も
と
に
、
大
幅
に
加
筆
・
修
正
を
行
っ
て
論
稿
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド 

化
土
、
報
土
、
通
報
化
、
処
不
退
、
浄
土
三
流
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